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国指定重要文化財（建造物）

仮か
り　
　
　

殿で
ん

江
戸
時
代
初
期

身も

舎や

桁
行　

二
・
四
二
ｍ
、
身
舎
梁
間　

二
・
一
八
ｍ

床
面
積　

一
〇
・
〇
二
㎡

こ
の
建
物
は
『
八
幡
宮
萬
御
造
営
之
帳
』
の
記
載
か
ら
、
慶
長
十
九
年

（
一
六
一
四
）正
月
二
十
八
日
に
隣
家
の
火
災
か
ら
類
焼
し
た
本
殿
の
仮
殿

と
し
て
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
大
工
四
十
二
人
、
京
銭
一
貫

六
二
文
を
費
や
し
て
翌
月
の
二
月
二
十
三
日
に
仕
上
が
っ
た
。
大
工
は
本

殿
の
造
営
に
当
た
っ
た
平
澤
内
匠
助
で
あ
る
。
本
殿
の
西
、
玉
垣
の
外
に

南
面
し
、
現
在
は
神し
ん

輿よ

を
収
め
て
い
る
。

素
木
造
り
の
一
間
社
流
造
で
、
屋
根
は
ト
タ
ン
板
葺（
元
板
葺
き
）、
柱

は
自
然
礎
石
上
に
建
つ
。
背
面
を
の
ぞ
く
三
面
に
高
欄
付
切
目
縁
を
廻
ら

し
、
脇
障
子
を
立
て
て
い
る
。
正
面
に
木
階
四
段
と
石
階
を
お
き
、
柱
は

す
べ
て
面
取
り
角
柱
で
、
繋つ
な
ぎ

虹こ
う

梁り
ょ
う

で
向
拝
柱
と
連
結
す
る
。
向
拝
柱
上

に
は
舟
肘
木
で
軒
桁
を
支
え
る
。
身
舎
の
角
柱
は
頭
貫
、
腰
貫
、
地
貫
を

通
し
、
内う
ち

法の
り

長な
げ

押し

、
地
覆
長
押
を
廻
し
て
固
め
る
。
軒
は
疎ま
ば
ら

垂だ
る

木き

で
向

拝
垂
木
は
打
越
と
す
る
。
妻
飾
り
は
、
虹
梁
に
角
の
大た
い

瓶へ
い

束づ
か

を
立
て
舟
肘

木
で
棟
木
を
受
け
る
。
内
部
は
竿
縁
天
井
、
床
は
板
張
り
、
正
面
に
両
開

き
の
板
扉
、
右
側
に
板
貼
片
引
戸
を
建
て
、
外
璧
は
竪た
て

板い
た

目め

板い
た

貼ば

り
と
す

る
。小

屋
裏
内
側
の
大
瓶
束
に
寛
文
十
三
年（
一
六
七
三
）の
修
理
銘
が
あ
り
、

修
理
し
た
大
工
は
楼
門
造
営
に
関
与
し
た
平
澤
儀
左
衛
門
で
あ
る
こ
と
が

判
る
。
彼
は
寛
文
五
年（
一
六
六
五
）に
、
楢
葉
町
に
現
存
す
る
木
戸
八
幡

神
社
の
本
殿
造
営
に
関
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
本
殿
板
壁
に
「
平
飯
野
八
幡

宮
宮
大
工
平
澤
儀
左
衛
門
清
貞
」
の
墨ぼ
く

書し
ょ

銘め
い

を
残
し
て
い
る
。

建
築
様
式
の
明
ら
か
な
近
世
初
頭
の
神
社
建
築
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
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国指定重要文化財（建造物）

神か
ぐ　

楽ら　

殿で
ん

江
戸
時
代
初
期

桁
行　

四
・
五
四
ｍ
、
梁
間　

四
・
五
四
ｍ

床
面
積　

二
〇
・
六
一
㎡

こ
の
神
楽
殿
は
、『
八
幡
宮
御
造
営
之
帳
』（
慶
長
十
九
年
～
寛
永
十
九
年

（
一
六
一
四
～
四
二
））に
「
元
和
九
年（
一
六
二
三
）ち
こ
ま
い
堂
す
た
て
造
作
ま

で
大
工
之
作
料
金
子
弐
分
ニ
し
き
る
也
」
と
記
載
が
あ
る
。

規
模
は
柱
間
二
・
二
七
ｍ
、
高
さ
七
・
一
ｍ
の
方
二
間
で
あ
る
。
屋
根

は
入い
り

母も

屋や

造づ
く

り
で
、
鉄
板
葺
き（
元
は
柿
こ
け
ら
葺ぶ
き
）。
四
方
吹
き
抜
け
の
舞
殿

で
あ
る
。

唐
門
と
接
し
拝
殿
の
左
前
方
に
北
面
し
て
位
置
す
る
。
自
然
石
の
基
礎

に
沓く
つ

建
て
地
覆
を
四
周
に
廻
す
。栗
材
の
面
取
り
角
柱
に
梁
桁
で
つ
な
ぎ
、

腰こ
し

長な
げ

押し

と
貫
で
固
め
る
。
正
面
に
虹こ
う

梁り
ょ
う

を
渡
し
吹
放
す
。
床
は
板
張
り
、

格ご
う

天て
ん

井じ
ょ
う

と
し
、
天
井
鏡
板
に
彩
色
の
痕
跡
を
の
こ
す
。

背
側
三
方
の
腰
長
押
の
位
置
に
框か
ま
ち

を
入
れ
、
床
下
廻
り
を
腰
板
張
り
、

妻つ
ま

破は

風ふ

板い
た

に
懸け

魚ぎ
ょ

六
葉
を
飾
る
。
平
面
裏
側
に
控
え
室
ら
し
い
空
間
の
穴

が
見
う
け
ら
れ
る
。

寛
永
十
三
年（
一
六
三
六
）、
宝
暦
十
一
年（
一
七
六
一
）な
ど
度
々
屋
根
修

理
が
繰
り
返
さ
れ
、『
磐
城
志
』（
文
政
九
年（
一
八
二
七
））に
よ
る
と
「
二
間

四
面
、
入
母
屋
作
七
尺
五
寸
間
神
楽
殿
」
の
記
録
が
あ
り
、
当
初
の
形
態

を
引
き
継
ぐ
貴
重
な
建
物
で
あ
る
。
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国指定重要文化財（建造物）

唐か
ら　
　
　

門も
ん

江
戸
時
代

高
さ　

三
・
七
五
ｍ

桁
行　

二
・
四
二
ｍ

梁
行
・
控
柱
間　

一
・
七
五
ｍ

こ
の
唐
門
は
境
内
の
中
門
で
、
神
楽
殿
と
並
び
玉
垣
で
本
殿
と
楼
門
を

仕
切
る
一
間
一
戸
の
水
門
で
あ
る
。

屋
根
は
銅
板
本
瓦
葺
き（
元
は
柿
こ
け
ら
葺ぶ
き
）、
基
礎
は
造
出
し
花か

崗こ
う

岩が
ん

で
、

二
本
の
円
柱
を
四
本
の
角
控
柱
で
支
え
る
。
円
柱
は
頂
部
を
細
め
る
い
わ

ゆ
る
綜ち
ま
き

と
し
、
そ
れ
に
虹こ
う

梁り
ょ
う

を
架
け
渡
し
木
鼻
が
付
き
、
藤
二
つ
巴
紋

の
半
肉
彫
板
の
蟇か
え
る

股ま
た

で
斗と

栱き
ょ
う

を
受
け
、
主
柱
二
本
を
蹴
放
し
で
連
絡
す

る
。
軒
は
一ひ
と

軒の
き

本ほ
ん

繁し
げ

垂だ
る

木き

で
化
粧
屋
根
裏
の
造
作
は
極
め
て
技
巧
的
で
あ

り
、
妻
側
の
平ひ
ら

唐か
ら

破は

風ふ

に
は
兎う
の

毛け

通と
お

し
が
付
き
、
円
柱
頭
部
に
笈
形
を
飾

る
。
柱
に
は
方ほ
う

立だ
て

、
藁
座
を
付
け
、
内
両
開
き
の
八
双
金
具
飾
棧
唐
戸
を

吊
る
。

『
八
幡
宮
御
造
営
之
帳
』
に
は
「
寛
永
八
年（
一
六
三
一
）
…
八
幡
宮
御

門
建
申
事
云
々
…
」
と
あ
る
が
、こ
の
御
門
は
本
殿
前
の
門
と
考
え
ら
れ
、

元
禄
十
六
年（
一
七
〇
三
）拝
殿
建
設
と
、
宝
永
二
年（
一
七
〇
五
）幣
殿
建
設

の
際
に
、
水
門
玉
垣
が
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
記
録
に
は
延
享
三
年

（
一
七
四
六
）唐
門
と
具
体
的
に
表
現
さ
れ
、
近
世
初
期
か
ら
中
期
に
か
け

て
造
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
宝
暦
十
一
年（
一
七
六
一
）の
修
理
記
録
に
は

「
唐
門
」
と
有
り
、
文
政
九
年（
一
八
二
六
）に
は
「
表
八
尺
、
妻
六
尺
唐
破

風
柿
葺
」
と
記
録
が
あ
る
。

こ
の
建
物
は
神
社
の
神ひ
も

籬ろ
ぎ

の
出
入
口
で
あ
り
、
屋
根
付
き
玉
垣
で
仕
切

っ
た
中
門
で
、
卓
越
し
た
技
法
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
唯
一
の
唐
門
で
あ

る
。
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国指定重要文化財（建造物）

楼ろ
う　
　
　

門も
ん

江
戸
時
代
初
期

初
層
桁
行　

六
・
三
六
ｍ

初
層
梁
間　

三
・
六
三
ｍ

二
層
桁
行　

五
・
九
九
ｍ

二
層
梁
間　

三
・
二
七
ｍ

こ
の
楼
門
は
三さ
ん

間げ
ん

一い
っ

戸こ

楼ろ
う

門も
ん

の
入い
り

母も

屋や

造づ
く

り
で
、
境
内
入
口
の
門
で
あ

る
。
明
治
初
め
ま
で
正
面
に
仁
王
像
が
収
め
ら
れ
て
い
た
が
、
神
仏
分
離

令
に
よ
り
改
め
ら
れ
た
後
は
、
随
身
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

建
立
は
万
治
元
年（
一
六
五
八
）で
、
大
工
儀
左
衛
門
が
普ふ

請し
ん

に
携
っ
た

銘
文
が
、
上
層
内
部
の
柱
に
墨ぼ
く

書し
ょ

で
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
元
禄
十
年

（
一
六
九
七
）に
平
澤
清
兵
衛
が
、
享
保
十
年（
一
七
二
五
）に
は
平
澤
利
右
衛

門
が
修
理
に
携
わ
っ
て
い
る
。

白
御
影
石
造
出
基
礎
上
に
南
面
し
て
建
つ
。
屋
根
は
銅
板
一
文
字
葺
き

（
元
は
柿
こ
け
ら
葺ぶ
き
）で
、
妻
飾
り
は
二に

層そ
う

入い
り

母も

屋や

台だ
い

輪わ

に
豕い
の
こ
さ
す

扠
首
を
組
み
、
拝

み
に
蕪か
ぶ
ら

懸け

魚ぎ
ょ

を
吊
る
。
二
層
の
軒
は
、
三
手
先
の
出
組
で
斗と

栱き
ょ
う

支し

輪り
ん

が

付
き
、
床
は
総
板
張
り
で
、
四
周
縁
に
高
欄
が
付
く
。
柱
間
装
置
は
間け
ん

斗と

束づ
か

が
、
板
壁
に
は
青せ
い

瑣さ

が
用
い
ら
れ
、
縁
腰
組
は
四
手
先
出
組
斗
栱
と
な

る
。
主
柱
は
八
角
柱
で
あ
る
が
、二
層
柱
は
円
柱
で
あ
る
。
初
層
は
地
貫
・

腰
貫
・
頭か
し
ら

貫ぬ
き

・
冠
木
・
虹こ
う

梁り
ょ
う

・
水
平
隅
木
で
組
ま
れ
、
中
の
間
に
は
戸

が
な
く
吹
き
放
し
て
蹴
放
し
の
唐
居
敷
で
受
け
る
。
両
側
の
前
後
一
間
は

阿あ

迫ぜ

板り

壁か
べ

で
あ
る
。

屋
根
修
復
の
柿
葺
き
の
墨
書
銘
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
数
度
の
修
理
を

経
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
平
成
の
大
修
理
で
内う
ち

法の
り

長な
げ

押し

の
菱
繋
ぎ
四
つ

花
文
や
、
蟇か
え
る

股ま
た

等
に
極
彩
色
が
施
さ
れ
、
総
朱
漆
塗
り
の
秀
美
な
楼
門

が
再
現
さ
れ
た
。

近
世
初
頭
の
楼
門
建
築
遺
構
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
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国指定重要文化財（建造物）

宝ほ
う　
　
　

蔵ぞ
う

江
戸
時
代
・
正
保
三
年（
一
六
四
六
）

桁
行　

五
・
四
五
ｍ
、
梁
間　

二
・
七
九
ｍ

床
面
積　

一
五
・
三
七
㎡

飯
野
八
幡
宮
宝
蔵
は
、
拝
殿
西
側
の
玉
垣
の
外
に
東
面
し
て
建
て
ら
れ

て
い
る
。
高
さ
四
・
八
ｍ
の
平
屋
建
で
、
寄
棟
造
り
の
本
瓦
葺
き
土
蔵
で

あ
る
。
外
側
は
全
面
本ほ
ん

漆し
っ

喰く
い

塗ぬ
り

込こ

み
の
大
壁
で
、
腰
に
平
瓦
貼
り
の
海な
ま
こ鼠

目
地
漆
喰
塗
り
で
固
め
て
い
る
。
入
口
は
眉ま
ゆ

付つ

き
虹こ
う

梁り
ょ
う

漆し
っ

喰く

い
仕
上
げ

に
、
石
階
は
煙
返
し
で
、
基
礎
は
御
影
石
の
布
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
内

部
は
角
柱
を
立
て
、
床
・
壁
共
に
板
張
り
に
な
っ
て
お
り
、
天
井
は
竿
縁

天
井
で
あ
る
。
屋
根
は
丸
瓦
を
青せ
い

海が
い

波は

状じ
ょ
う

に
積
ん
で
大
棟
と
し
、
鬼
瓦

は
風
鎮
形
に
下
り
藤
の
紋
を
入
れ
、
軒
丸
瓦
は
巴
紋
の
土
瓦
、
軒
平
は
唐

草
紋
の
陶
器
瓦
で
、
軒
丸
の
数
枚
に
は
藤
二
つ
巴
紋
が
使
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
宮
司
飯
野
家
の
紋
で
、
唐
門
の
蟇か
え
る

股ま
た

や
諸
道
具
に
も
、
こ
の
紋

様
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
建
物
は
防
火
を
目
的
と
し
て
、
化
粧
垂
木
ま
で
本
漆
喰
塗
に
し
た

本
造
り
の
土
蔵
で
あ
る
。

平
成
二
十
年
か
ら
平
成
二
十
三
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
修
理
に
よ
っ

て
、
北
面
軒
桁
の
北
西
隅
組
手
北
面
か
ら
正
保
三
年（
一
六
四
六
）の
墨
書

が
発
見
さ
れ
、
建
築
年
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
宝
蔵
の
屋
根
内
部

隅
木
の
墨
書
銘
に
「
寛
文
四
年
五
月（
一
六
六
四
）葺
き
が
い
」
と
書
か
れ

て
お
り
延
宝
五
年
八
月（
一
六
七
六
）の
『
飯
野
八
幡
宮
射
具
記
』（
市
指
定
）

に
は
「
八
幡
宮
神
庫
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
寛
政
二
年（
一
七
九
〇
）

に
「
神
庫
但
し
瓦
葺
表
三
間
妻
九
尺
」
の
記
述
が
あ
る
。
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国指定重要文化財（建造物）

専せ
ん　

称し
ょ
う　

寺じ　
　
　

三
棟

指　

定　

平
成
十
六
年
七
月
六
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
山
崎
字
梅
福
山

所
有
者　

専
称
寺

本ほ
ん　
　
　

堂ど
う

江
戸
時
代
・
寛
文
十
一
年（
一
六
七
一
）

床
面
積　

三
九
四
・
六
四
㎡

梅
福
山
報
恩
院
専
称
寺
は
、太
平
洋
を
望
む
風
光
明
媚
な
東
傾
斜
地
に
伽が

藍ら
ん

配
置
さ
れ
た
、浄
土
宗
名
越
派
の
総
本
山
檀
林
寺
で
あ
っ
た
。成
蓮
社
良
就
上
人

十
聲
が
創
建
建
立
し
た
応
永
二
年（
一
三
九
五
）か
ら
、こ
の
地
に
連
綿
と
続
い
て

い
る
寺
で
、現
在
は
梅
の
名
勝
地
と
し
て
、い
わ
き
市
民
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

山
門
を
潜
り
本
堂
に
向
か
っ
て
右
側
に
庫く

裏り

、
左
側
に
開
山
堂
が
配
さ

れ
、
山
門
外
の
右
下
に
は
袴
腰
鐘し
ょ
う

楼ろ
う

が
あ
る
。
寛
文
八
年（
一
六
六
八
）に

伽
藍
の
大
部
分
が
焼
失
し
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

本
堂
の
様
式
は
、
正
面
切
石
積
の
上
に
木
造
平
家
建
平
入
向
拝
付
き
の

方
丈
形
式
で
、
屋
根
は
鉄
板
瓦
葺
き（
平
成
二
十
三
年
か
ら
の
解
体
修
理
に
よ

り
銅
板
葺
と
な
る
予
定
）入い
り

母も

屋や

造づ
く

り
と
な
る
。
間
取
り
は
当
時
の
記
録
と

同
じ
く
、
桁
行
二
二
・
一
一
ｍ
に
梁
間
一
七
・
八
一
ｍ
の
身も

舎や

に
向
拝
が

付
き
、
渡
り
廊
下
で
各
棟
に
接
続
し
て
い
る
。
小
屋
組
は
二ふ
た

軒の
き

化け

粧し
ょ
う

疎
ま
ば
ら

垂た
る

木き

を
平ひ
ら

三み
つ

斗ど

で
支
え
、
外
壁
は
軸
組
に
土
壁
塗
り
、
仕
上
に
白
漆し
っ

喰く
い

を

塗
り
、
腰
は
板
壁
を
和
釘
打
ち
し
て
い
る
。
堂
内
は
外
陣
と
内
陣
の
境
を

円
柱
で
仕
切
り
、
須し
ゅ

彌み

壇だ
ん

の
あ
る
内
々
陣
は
円
柱
で
結
界
を
図
り
、
内
陣

脇
間
と
廻
縁
の
境
は
角
柱
に
な
る
。
畳
敷
き
の
外
陣
と
板
敷
広
縁
が
角
柱

と
な
り
、
繋
ぎ
渡
り
廊
下
に
接
す
る
。
落お
ち

縁え
ん

も
切き
り

目め

拭ぬ
ぐ
い

板い
た

敷じ

き
と
な
る
。

内
々
陣
結
界
は
上
げ
敷
居
の
格
子
戸
、
内
陣
脇
間
は
引
き
違
い
戸
で
結
界

す
る
。
内
部
構
造
彫
刻
に
は
、
平ひ
ら

三み
つ

斗ど

、
大た
い

瓶へ
い

束づ
か

、
笈
形
付
大
瓶
束
、
蓑
束

等
で
組
ま
れ
、
組
欄
間
や
彫
刻
欄
間
等
が
付
随
す
る
。
須
彌
壇
上
に
厨ず

子し

を
置
き
、
天
井
は
折お
り

上あ
げ

格ご
う

天て
ん

井じ
ょ
う

に
な
っ
て
い
る
。

現
在
の
本
堂
は
寛
文
十
一
年（
一
六
七
一
）に
、当
山
十
六
世
欣
蓮
社
良
厭
上

人
の
代
に
、矢
吹
六
左
衛
門
徳
昌
の
努
力
に
よ
り
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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国指定重要文化財（建造物）

庫く　
　
　

裏り

江
戸
時
代

桁
行　

一
八
・
二
ｍ
、
梁
間　

一
〇
・
三
ｍ

庫
裏
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
の
建
物
は
、
本
堂
に
向
か
っ
て
右
側
に
位
置

し
、
廊
下
で
本
堂
に
接
続
し
て
い
る
。
火
災
に
よ
る
伽が

藍ら
ん

焼
失
後
、
専
称

寺
第
十
九
世
良
弘
上
人
曇
星
の
代
に
、
方
丈
、
庫
裏
、
合
わ
せ
て
二
十
一

間
の
再
建
が
行
な
わ
れ
た
。
ま
た
、
明
治
四
十
一
年（
一
九
〇
八
）か
ら
大

正
元
年（
一
九
一
二
）に
か
け
て
総
修
築
が
行
わ
れ
、
現
在
の
形
に
修
造
さ

れ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
建
物
は
、
木
造
平
家
建
の
茅
葺
き
寄
棟
造
り
の
建
物
で
、
玄
関
・

廊
下
・
床
の
間
・
仏
間
位
牌
の
間
・
奥
行
き
半
間
に
間
口
二
間
付
の
十
二

畳
の
仏
間
・
落
縁
・
土
間
で
部
屋
割
さ
れ
る
。
土
間
の
上
部
に
現
在
は
中

二
階
が
作
ら
れ
て
い
る
が
、
創
建
当
時
は
物
揚
天
井
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

基
礎
は
沓
柱
建
て
、
一
部
土
台
敷
で
あ
る
。
外
壁
は
漆し
っ

喰く
い

塗ぬ

り
で
、
腰

に
簓さ
さ
ら

子こ

下し
た

見み

板い
た

を
貼
る
。
前
面
に
内
法
一
・
七
二
七
ｍ（
五
・
七
尺
）の
二

筋
鴨
居
が
付
き
、
高
さ
〇
・
九
六
九
ｍ（
三
・
二
尺
）の
二
枚
引
き
違
い
硝

子
窓
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
前
面
に
は
近
年
復
元
修
理
さ
れ
た
向む
か
い

唐か
ら

破は

風ふ

平ひ
ら

瓦か
わ
ら

葺ぶ

き
の
朱
塗
り
平
入
の
玄
関
が
付
き
、
後
側
の
下
屋
も
同
様
に

平
瓦
葺
き
で
あ
る
。

総
体
的
に
み
る
と
食じ
き

堂ど
う

的て
き

要
素
の
強
い
建
物
で
あ
り
、
改
修
痕
跡
か
ら

数
回
に
わ
た
る
修
理
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
分
か
り
、
生
活
環
境
の
変

化
に
伴
い
間
取
が
改
造
さ
れ
た
様
子
が
伺
え
る
。
江
戸
時
代
初
期
か
ら
中

期
に
至
る
過
渡
期
の
、
大
規
模
な
庫
裏
と
し
て
重
要
な
建
物
で
あ
る
。
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国指定重要文化財（建造物）

総そ
う　
　
　

門も
ん

近
世
前
期

桁
行　

三
・
三
六
ｍ

梁
間　

二
・
八
一
ｍ

修
理
前
の
総
門
は
、
桁
行
一
間
、
梁
間
一
間
で
屋
根
切
妻
造
、
桟
瓦
葺

で
あ
っ
た
。
建
立
当
時
は
詳
か
で
な
い
が
、
細
部
に
近
世
前
期
の
意
匠
が

み
ら
れ
る
。
正
面
側
柱
を
円
柱
、
後
柱
を
面
取
方
柱
と
し
、
柱
上
に
台
輪

を
廻
ら
し
、
三
斗
を
組
み
、
中
備
に
平
三
斗
を
配
し
、
竿
縁
天
井
を
張
る
。

妻
は
虹
梁
中
央
に
蟇か
え
る

股ま
た

を
置
き
三
斗
を
介
し
て
棟
を
支
持
す
る
。

平
面
は
薬
医
門
と
同
じ
で
あ
る
が
、
台
輪
を
四
周
に
廻
し
棟
を
前
後
柱

の
中
央
に
置
く
な
ど
特
異
な
形
態
と
な
っ
て
い
る
。

解
体
中
に
発
見
さ
れ
た
扁
額
の
墨
書
か
ら
明
治
三
十
五
年（
一
九
〇
二
）

に
茅
葺
か
ら
桟
瓦
葺
に
葺
き
替
え
ら
れ
、
そ
の
後
、
昭
和
二
十
三
年

（
一
九
四
八
）七
月
に
も
瓦
の
葺
替
工
事
を
行
っ
た
事
が
分
か
っ
た
。

平
成
二
十
三
年
か
ら
の
解
体
修
理
の
検
証
結
果
に
基
づ
き
、
門
は
建
立

当
初
の
形
式
に
し
て
、
正
面
桁
行
中
央
間
の
扉
構
え
を
復
旧
し
た
。
た
だ

し
、
屋
根
は
管
理
上
、
茅
葺
型
銅
板
葺
に
整
え
ら
れ
た
。
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国指定重要文化財（絵画）

絹け
ん

本ぽ
ん

著ち
ゃ
く

色し
ょ
く弥み

勒ろ
く

菩ぼ

薩さ
つ

像ぞ
う　
　
　

一
幅

指　

定　

明
治
三
十
九
年
四
月
十
四
日

所
在
地　

い
わ
き
市
四
倉
町
薬
王
寺
字
塙

所
有
者　

薬
王
寺

鎌
倉
時
代
後
期（
十
三
世
紀
）

縦　

一
五
五
㎝
、
横　

五
八
・
八
㎝

弥
勒
菩
薩
は
梵
名
を
阿あ

逸い
っ

多た

菩ぼ

薩さ
つ

と
い
い
、
釈
迦
の
滅
後
、
五
六
億
七

千
万
年
に
再
び
こ
の
世
界
に
出
現
し
て
、
華
林
園
内
の
竜り
ゅ
う

華げ

樹じ
ゅ

の
下
で

成
道
し
、
三さ
ん

会ね

の
説
法
を
し
て
、
釈
迦
の
救
済
に
漏
れ
た
人
々
を
済さ
い

度ど

す

る
と
い
う
未
来
仏
で
あ
る
。

本
図
は
弥
勒
菩
薩
独
尊
来ら
い

迎ご
う

図ず

で
、
雲
に
乗
っ
て
下
降
す
る
立
像
を
描

い
て
い
る
。
そ
の
姿
は
結け
っ

髪ぱ
つ

し
て
髻
も
と
ど
り

を
高
く
結
い
、
前
立
式
の
大
き
な

宝
冠
を
い
た
だ
き
、
中
に
化け

仏ぶ
つ

を
お
く
。
身
に
は
如
来
形
の
ご
と
く
袈け

裟さ

・
祗ぎ

支し

・
裳も

を
ま
と
い
、
ま
た
耳じ

璫と
う

・
瓔よ
う

珞ら
く

・
腕わ
ん

釧せ
ん

・
足そ
く

釧せ
ん

で
飾
る
。

右
手
は
軽
く
肘
を
曲
げ
て
垂す
い

下か

し
、
五
指
を
伸
ば
し
、
掌
た
な
ご
こ
ろ

を
前
に
あ

ら
わ
す
。
左
手
に
は
蓮
の
茎
を
と
り
、
頂
上
の
蓮れ
ん

華げ

の
上
に
は
弥
勒
菩
薩

の
標
識
で
あ
る
宝
冠（
五ご
輪りん
塔とう
）を
の
せ
て
い
る
。
両
足
は
や
や
開
き
、
右

足
を
半
歩
前
に
進
め
、
踏ふ
み

割わ
り

蓮れ
ん

台だ
い

に
立
っ
て
い
る
。
蓮
台
の
下
に
は
雲
が

う
ず
巻
き
、
長
く
尾
を
後
方
に
引
い
て
速
度
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
頭
部

の
後
方
に
は
円
相
の
頭ず

光こ
う

と
、
二
一
本
の
光こ
う

芒ぼ
う

が
は
な
た
れ
て
い
る
。
衲の
う

衣え

に
は
麻
の
葉
と
、
截き
り

金が
ね

の
文
様
が
施
さ
れ
て
い
る
。
肉
身
部
か
ら
着
衣

の
部
分
に
お
か
れ
た
金
箔
や
彩
色
は
か
な
り
剥
落
し
て
お
り
、
面
相
の
い

た
み
は
特
に
激
し
い
が
、
そ
の
下
か
ら
力
強
い
墨
の
描
線
が
見
え
る
。

仏
体
が
弥
勒
で
あ
る
た
め
に
珍
し
い
図
相
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、

光
芒
の
様
子
、
着
衣
の
衣え

文も
ん

の
さ
ば
き
具
合
、
蓮
台
や
雲
の
描
写
は
す
で

に
定
型
化
し
た
来
迎
図
の
形
式
で
あ
り
、
絵
絹
の
仕
立
て
は
二
幅
一
鋪
で

あ
る
。
こ
の
図
相
や
描
写
か
ら
み
て
、
そ
の
成
立
は
鎌
倉
時
代
後
期
と
思

わ
れ
る
。
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国指定重要文化財（絵画）

絹け
ん

本ぽ
ん

著ち
ゃ
く

色し
ょ
く阿あ

弥み

陀だ

三さ
ん

尊ぞ
ん

像ぞ
う　
　
　

一
幅

指　

定　

大
正
四
年
三
月
二
十
六
日

所
在
地　

東
京
国
立
博
物
館（
寄
託
中
）

所
有
者　

い
わ
き
市

鎌
倉
時
代
後
期（
十
三
世
紀
）

総
縦　

三
二
三
・
五
㎝
、
総
横　

一
六
六
・
八
㎝

本
地
縦　

二
四
三
㎝
、
本
地
横　

一
四
二
㎝

本
図
は
阿
弥
陀
三
尊
の
立り
ゅ
う

像ぞ
う

来ら
い

迎ご
う

図ず

で
、
阿
弥
陀
如
来
は
画
面
の
中

央
に
少
し
横
向
き
で
踏ふ
み

割わ
り

蓮れ
ん

台だ
い

に
立
っ
て
い
る
。
そ
の
前
方
右
の
観か
ん

世ぜ

音お
ん

菩ぼ

薩さ
つ

は
腰
を
か
が
め
て
蓮
台
を
さ
さ
げ
て
い
る
。
左
の
勢せ
い

至し

菩ぼ

薩さ
つ

も
少
し

腰
を
か
が
め
て
合
掌
し
て
い
る
。
両
菩
薩
は
踏
割
蓮
台
に
立
ち
、
本
尊
と

と
も
に
雲
に
乗
っ
て
往
生
者
の
所
へ
降
り
て
来
る
様
子
を
示
し
て
い
る
。

三
尊
と
も
に
皆
金
色
像
で
あ
る
。
画
面
の
虚こ

空く
う

部ぶ

は
群ぐ
ん

青じ
ょ
う

を
塗
り
、

三
尊
の
肉
身
は
金
泥
地
に
朱
墨
の
肉
線
を
描
き
起
こ
し
、
口
唇
に
朱
、
頭

髪
や
眉
に
は
群
青
、
衲の
う

衣え

は
金
泥
地
に
截き
り

金が
ね

文
様
を
加
え
て
い
る
。
脇わ
き

侍じ

の
瓔よ
う

珞ら
く

は
群
青
と
緑ろ
く

青し
ょ
う

で
玉
飾
り
を
あ
ら
わ
し
、
宝
冠
部
は
裏
箔
を
押

し
て
墨
線
で
細
部
を
描
く
。
踏
割
蓮
台
は
緑
青
地
で
、
そ
の
輪
郭
と
蓮れ
ん

弁べ
ん

に
截
金
を
用
い
て
い
る
。飛
雲
は
胡ご

粉ふ
ん

地ち

に
墨
線
の
縁
ど
り
を
加
え
て
い
る
。

本
図
は
皆
金
色
の
薄
い
目
の
彩
法
で
、
各
部
に
施
さ
れ
る
紗さ

綾や

形
や
七し
っ

宝ぽ
う

を
は
じ
め
と
す
る
文
様
の
描
写
か
ら
み
て
、
鎌
倉
時
代
後
期
の
作
と
思

わ
れ
る
。
来
迎
図
の
中
で
は
異
例
の
大
幅
で
堂
々
た
る
風
格
を
持
ち
、
保

存
も
良
好
で
あ
る
。
ま
た
絹
地
が
一
幅
一
鋪
の
雄
大
な
絹
幅
で
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
も
資
料
的
価
値
が
注
目
さ
れ
る
。
本
図
は
大
国
魂
神
社
の
神
主

で
あ
っ
た
山
名
行
阿
が
如
来
寺
に
寄
進
し
、伝
来
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
明
治
四
十
三
年（
一
九
一
〇
）の
本
図
修
理
の
際
に
、
割わ
り

軸じ
く

中ち
ゅ
う

か

ら
次
の
よ
う
な
以
前
の
修
理
の
銘
が
発
見
さ
れ
た
。

応
仁
二
年
戌

子
八
月
十
五
日
修
複
之　

俊
雅

　
　
　
　
　
　
　

細
工
師
乗
仙
客
僧

天
文
六
年
辛

亥
十
月
晦
日　

細
工
師
京
都
人
廣
田
与
十
郎　

法
名
全
高

奥
州
岩
城
矢
野
目
如
来
寺
十
二
代
良
璋
本
願
敬
白
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国指定重要文化財（彫刻）

木も
く

造ぞ
う

阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

及お
よ
び

両り
ょ
う

脇わ
き

侍じ

像ぞ
う　
　
　

三
躯

指　

定　

明
治
三
十
六
年
四
月
十
五
日

所
在
地　

い
わ
き
市
内
郷
白
水
町
広
畑

所
有
者　

願
成
寺

平
安
時
代（
十
二
世
紀
）

本
尊
像
高　

八
五
・
五
㎝

観か
ん

世ぜ

音お
ん

像
高　

一
〇
四
・
五
㎝
、
勢せ
い

至し

像
高　

一
〇
二
㎝

阿
弥
陀
如
来
は
無む

量り
ょ
う

寿じ
ゅ

仏ぶ
つ

・
無む

量り
ょ
う

光こ
う

仏ぶ
つ

と
も
い
い
、
浄
土
を
西
方
に

建
立
し
て
極
楽
と
名
付
け
、
説
法
・
利り

生し
ょ
う

に
従
事
す
る
。
観
世
音
菩
薩

と
勢
至
菩
薩
は
、
阿
弥
陀
如
来
を
補
佐
す
る
二
脇
侍
で
、
左
の
観
世
音
菩

薩
は
慈
悲
門
を
、
右
の
勢
至
菩
薩
は
智ち

慧え

門も
ん

を
つ
か
さ
ど
る
と
い
う
。

白
水
阿
弥
陀
堂
の
内
陣
に
は
黒
漆
の
須し
ゅ

弥み

壇だ
ん

が
あ
っ
て
、
阿
弥
陀
三
尊

と
二
天
王
の
五
躯
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
本
尊
阿
弥
陀
如
来
は
寄
木
造
り

の
坐
像
で
、
漆
を
塗
っ
た
上
に
金
箔
を
押
し
て
あ
っ
た
が
、
箔
は
落
ち
て

わ
ず
か
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
肉に
っ

髻け
い

・
白び
ゃ
く

毫ご
う

が
あ
り
、
螺ら

髪は
つ

は
小
さ
め

で
良
く
整
っ
て
い
る
。
ふ
く
よ
か
な
頬
、
伏
せ
が
ち
な
眼
な
ど
、
温
雅
な

ご
尊
顔
は
慈
悲
円
満
の
相
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
肩
か
ら
胸
に
か
か
る
衲の
う

衣え

の
線
は
流
麗
で
、
印
は
来ら
い

迎ご
う

印い
ん

を
結
ん
で
い
る
。
腕
の
肉
付
け
や
、
衣え

文も
ん

の
浅
い
彫
り
な
ど
に
藤
原
仏
の
特
色
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
二に

重
じ
ゅ
う

円え
ん

相そ
う

飛ひ

天て
ん

光こ
う

背は
い

は
透
し
彫
り
の
雲
文
や
唐
草
文
が
あ
っ
て
美
し
く
、
台
座

は
七
重
の
蓮れ
ん

華げ

座ざ

で
、
宝ほ
う

相そ
う

華げ

文も
ん

・
藻そ
う

文も
ん

が
彫
っ
て
あ
り
、
完
成
さ
れ
た

姿
を
示
し
て
い
る
。
光
背
・
台
座
と
も
に
当
初
か
ら
の
も
の
が
完
備
し
て

い
る
当
代
の
工
芸
的
遺
品
と
し
て
も
著
名
で
あ
る
。

脇
侍
の
観
世
音
菩
薩
・
勢
至
菩
薩
の
立
像
は
、
寄
木
造
り
、
漆
塗
、
金

箔
押
の
像
で
あ
る
。
本
尊
に
比
す
れ
ば
や
や
略
式
で
は
あ
る
が
、
ふ
く
よ

か
な
面
貌
、
流
麗
な
衣
文
、
両
脇
の
肉
付
き
等
、
藤
原
仏
の
特
色
が
あ
り
、

指
先
の
美
し
さ
は
見
る
人
を
引
き
つ
け
る
。
唐
草
を
透
し
彫
り
し
た
輪
光

背
が
あ
り
、
宝
相
華
文
等
を
彫
っ
た
蓮
華
座
に
立
っ
て
い
る
優
雅
な
像
で

あ
る
。
作
者
は
不
詳
で
あ
る
が
、
像
容
は
定
朝
の
流
れ
を
く
み
三
尊
と
も

に
平
安
時
代
後
期（
藤
原
時
代
）の
典
型
的
な
作
品
で
あ
る
。
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木も
く

造ぞ
う

文も
ん

殊じ
ゅ

菩ぼ

薩さ
つ

騎き

獅し

像ぞ
う　
　
　

一
躯

指　

定　

明
治
三
十
九
年
四
月
十
四
日

所
在
地　

い
わ
き
市
四
倉
町
薬
王
寺
字
塙

所
有
者　

薬
王
寺

鎌
倉
時
代（
十
三
世
紀
）

総
高　

一
〇
八
・
八
㎝
、
像
高　

四
一
・
八
㎝

薬
王
寺
は
磐
城
の
古こ

刹さ
つ

で
、
新
義
真
言
の
道
場
と
し
て
中
世
に
最
も
盛

ん
で
あ
っ
た
が
、
明
治
元
年（
一
八
六
八
）の
兵
火
に
あ
い
、
堂ど
う

宇う

・
仏
像
・

仏
具
等
の
多
く
が
失
わ
れ
た
。
こ
の
像
は
、
磐
城
平
藩
主
・
内
藤
義
孝
が

元
禄
十
六
年（
一
七
〇
三
）に
、
二
十
世
日
元
法
印
の
も
と
に
寄
進
し
た
も

の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

文
殊
菩
薩
は
大
智
と
大
悲
の
力
を
そ
な
え
て
、
諸
菩
薩
の
最
上
位
を
し

め
、
清
涼
山
に
住
み
、
仲
間
で
あ
る
諸
菩
薩
一
万
人
に
説
法
し
た
と
い
う
。

象
に
乗
っ
た
普ふ

賢げ
ん

菩ぼ

薩さ
つ

と
と
も
に
、
釈
迦
如
来
の
脇わ
き

侍じ

を
構
成
し
て
い
る

が
、
独
立
し
た
一
尊
像
と
し
て
経
蔵
に
安
置
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
本
像

も
元
々
経
蔵
に
安
置
さ
れ
て
い
た
。

本
来
は
右
手
に
剣
、
左
手
に
経き
ょ
う

巻か
ん

を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、

持じ

物も
つ

は
失
わ
れ
、
獅
子
の
背
の
蓮れ
ん

華げ

座ざ

に
趺ふ

坐ざ

し
て
い
る
。
な
で
つ
け
る

よ
う
な
髪
型
や
衣
服
の
形
式
は
宋
朝
様
式
を
表
わ
し
、
や
や
写
実
的
な
ス

タ
イ
ル
は
清
潔
で
す
っ
き
り
と
し
た
美
し
さ
を
示
し
て
い
る
。
大
智
を
表

現
し
た
理
智
的
な
尊
顔
は
「
文
殊
の
知
恵
」
の
形
容
詞
に
も
ふ
さ
わ
し
く
、

眼
に
は
玉ぎ
ょ
く

眼が
ん

が
入
っ
て
い
る
。

筋
肉
の
隆
々
た
る
四
肢
を
台
座
に
運
び
、
左
方
斜
に
構
え
る
獅
子
の
雄

姿
は
口
を
開
き
力
強
く
、
も
と
は
極
彩
色
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
今

は
口
の
中
に
朱
色
を
残
す
の
み
で
、
す
べ
て
剥
げ
落
ち
て
い
る
。
鎌
倉
時

代
末
期
の
作
と
思
わ
れ
る
。



16

国指定重要文化財（彫刻）

木も
く

造ぞ
う

地じ

蔵ぞ
う

菩ぼ

薩さ
つ

立り
ゅ
う

像ぞ
う　
　
　

一
躯

指　

定　

明
治
四
十
年
五
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
四
倉
町
長
友
字
大
宮
作

所
有
者　

長
隆
寺

南
北
朝
時
代（
十
四
世
紀
）

像
高　

一
七
六
・
五
㎝

地
蔵
菩
薩
は
忉と
う

利り

天
上
に
住
し
、
釈
迦
如
来
の
命
を
受
け
て
毎
朝
禅ぜ
ん

定じ
ょ
う

に
入
り
、
衆し
ゅ

生じ
ょ
うの
根
機
を
観
察
し
、
釈
迦
入
滅
後
は
六
道（
地
獄
道
・

餓
鬼
道
・
畜
生
道
・
修
羅
道
・
人
間
道
・
天
上
道
）を
巡
っ
て
天
上
界
か
ら
地

獄
ま
で
の
間
の
一
切
衆
生
を
教
化
す
る
。観
音
と
同
様
現
世
利
益
の
仏
で
、

物
事
に
忍
耐
強
く
大
地
の
よ
う
に
強
い
決
断
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

地
蔵
と
い
わ
れ
る
。

円
い
顔
を
し
、
新
月
の
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
地
蔵
眉
の
や
さ
し
い
童
子

姿
の
地
蔵
尊
は
延
命
地
蔵
と
よ
ば
れ
、
外
に
子
育
地
蔵
・
子
安
地
蔵
が
あ

り
童
子
と
は
関
係
が
深
い
。

長
隆
寺
の
地
蔵
菩
薩
は
右
手
に
錫し
ゃ
く

杖じ
ょ
う

、左
手
に
宝ほ
う

珠じ
ゅ

を
か
か
げ
も
ち
、

身
に
は
袈け

裟さ

・
衣
・
裳も

を
ま
と
っ
て
蓮れ
ん

華げ

座ざ

に
立
ち
、
金
色
の
舟
形
光
背

を
負
う
像
で
、
い
わ
ゆ
る
声
聞
形
で
あ
る
。
肉
身
部
に
は
漆し
っ

箔ぱ
く

を
施
し
、

着
衣
に
は
極
彩
色
と
截き
り

金が
ね

で
文
様
を
描
く
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
新
補

で
あ
る
。

本
像
は
檜
材
、
寄
木
造
り
、
内う
ち

刳ぐ

り
を
施
し
、
玉ぎ
ょ
く

眼が
ん

を
嵌か
ん

入に
ゅ
う
し
、
白
び
ゃ
く

毫ご
う

に
水
晶
を
は
め
る
。
木
寄
せ
は
厚
い
漆
箔
と
彩
色
と
に
よ
っ
て
明
確
で

な
い
。
着
衣
は
厚
着
で
重
苦
し
く
、
衣え

文も
ん

の
さ
ば
き
も
繁
雑
と
な
り
、
全
体

に
太
づ
く
り
で
あ
る
。
制
作
は
お
そ
ら
く
南
北
朝
時
代
に
入
っ
て
か
ら
と

思
わ
れ
る
。
持じ

物も
つ

の
錫
杖
に
は
「
大
地
蔵
菩
薩　

長
友
之
村
、
本
願
行
海
十

穀
、
造
工
源
十
郎
、
永
禄
十
二
年（
一
五
六
九
）六
月
一
日
」
の
刻
銘
が
あ
る
。

鎌
倉
の
円
覚
寺
長
老
か
ら
贈
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
磐
城
平
藩
主
・
内

藤
義
孝
は
本
像
を
一
時
平
城
に
移
し
た
が
、
貞
享
三
年（
一
六
八
六
）七
月

に
返
還
し
た
記
録
が
あ
る
。
ま
た
、こ
の
地
蔵
菩
薩
が
童
子
の
姿
と
な
り
、

田
の
代
か
き
を
手
伝
っ
た
と
い
う
鼻
取
り
地
蔵
の
伝
説
が
残
っ
て
い
る
。
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銅ど
う

造ぞ
う

阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

及お
よ
び

両り
ょ
う

脇わ
き

侍じ

立り
ゅ
う

像ぞ
う　
　
　

三
躯

指　

定　

大
正
四
年
三
月
二
十
六
日

所
在
地　

東
京
国
立
博
物
館（
寄
託
中
）

所
有
者　

い
わ
き
市

鎌
倉
時
代
・
嘉
元
二
年（
一
三
〇
四
）

中ち
ゅ
う

尊そ
ん

像ぞ
う

高　

四
七
・
五
㎝

観か
ん

世ぜ

音お
ん

像ぞ
う

高　

三
三
・
三
㎝
、
勢せ
い

至し

像ぞ
う

高　

三
三
・
一
㎝

長
野
善
光
寺
の
秘
仏
本
尊
は
、
百く
だ
ら済
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
我
が
国
初
伝

の
仏
像
と
伝
え
ら
れ
、
鎌
倉
時
代
の
復
古
主
義
を
反
映
し
て
広
い
信
仰
を

集
め
、
各
地
で
そ
の
模
刻
像
が
盛
ん
に
作
ら
れ
た
。
そ
の
様
式
は
阿
弥
陀

三
尊
が
臼
形
の
蓮れ
ん

台だ
い

に
立
ち
、
一
つ
の
光
背
を
負
っ
て
い
る
の
で
「
一
光

三
尊
式
」
ま
た
は
「
善
光
寺
式
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。

中
尊
阿
弥
陀
像
は
、
身
に
衲の
う

衣え

を
通つ
う

肩げ
ん

に
付
け
、
両
足
先
を
少
し
開
い

て
臼
形
の
蓮
台
に
立
つ
。
脇わ
き

侍じ

の
二
菩
薩
像
は
、丈
の
高
い
宝ほ
う

冠か
ん

を
付
け
、

と
も
に
両
手
の
掌
た
な
ご
こ
ろ

を
胸
前
に
て
重
ね
る
梵
框
印
を
結
び
、
臼
形
の
蓮

台
に
足
を
少
し
開
い
て
立
っ
て
い
る
。
観
世
音
像
は
化け

仏ぶ
つ

立り
ゅ
う

像ぞ
う

を
、
勢

至
像
は
宝ほ
う

瓶び
ょ
う

を
宝
冠
に
毛
彫
り
し
て
い
る
。

光
背
は
一
光
三
尊
形
式
の
も
の
で
、丈
も
高
く
幅
も
広
い
も
の
で
あ
る
。

銅
板
を
も
っ
て
や
や
角
張
っ
た
蓮れ
ん

弁べ
ん

形け
い

に
造
り
、
覆ふ
く

輪り
ん

と
光こ
う

脚き
ゃ
くと
を
付

け
て
整
形
し
、
周
囲
に
は
三
四
個
の
飛ひ

雲う
ん

形け
い

に
切
っ
た
金
銅
板
を
鋲
止
め

し
て
い
る
。
中
央
に
は
金
銅
板
を
細
く
切
っ
た
身し
ん

光こ
う

・
頭ず

光こ
う

が
あ
り
、
頭

光
の
中
央
に
は
蓮れ
ん

華げ

形け
い

に
切
っ
た
銅
板
、
頭
光
と
身
光
に
蔦つ
た

の
ご
と
く
か

ら
み
つ
つ
上
る
、
蓮
華
唐
草
を
鋲
止
め
し
て
い
る
。
三
尊
と
光
背
に
は
鍍と

金き
ん

が
あ
る
が
か
な
り
落
ち
て
い
る
。
中
尊
の
背
面
に
は
嘉
元
二
年（
一
三

○
四
）の
刻
銘
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
工
藤
原
国
永

　

於
相
州
鎌
倉
住
吉
谷
令
修
復
畢
嘉
元
二
年
甲
辰
四
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

願
主
沙
弥
蓮
仏
比
丘
尼
真
戒

本
像
は
真
戒
比
丘
尼
が
鎌
倉
か
ら
奉
持
し
た
仏
像
で
、
い
わ
き
の
仏
教

史
上
重
要
な
遺
品
で
あ
る
。
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木も
く
ぞ
う造
持じ

国こ
く

天て
ん

立り
ゅ
う

像ぞ
う（

寺
伝
広
目
天
像
）・
多た

聞も
ん

天て
ん

立り
ゅ
う

像ぞ
う　
　

二
躯

指　

定　

昭
和
二
年
四
月
二
十
五
日

所
在
地　

い
わ
き
市
内
郷
白
水
町
広
畑

所
有
者　

願
成
寺

平
安
時
代（
十
二
世
紀
）

持
国
天
像
高　

一
〇
一
・
八
㎝

多
聞
天
像
高　

一
〇
〇
・
〇
㎝

四
天
王
は
仏
教
に
お
け
る
四
方
鎮
護
の
天
部
で
、
須し
ゅ

弥み

山せ
ん

の
中
腹
に
住

し
東
方
・
持
国
天
、
西
方
・
広
目
天
、
南
方
・
増
長
天
、
北
方
・
多
聞
天

と
四
方
を
守
護
す
る
。
白
水
阿
弥
陀
堂
に
お
い
て
は
四
天
王
を
安
置
し
た

の
で
は
な
く
、
平
泉
の
中
尊
寺
金
色
堂
諸
壇
の
ご
と
く
、
須し
ゅ

弥み

壇だ
ん

の
前
方

左
右
に
当
初
か
ら
二
天
の
み
を
安
置
し
た
の
で
あ
る
。

持
国
天
・
多
聞
天
と
も
に
寄
木
造
り
で
極
彩
色
の
像
で
あ
っ
た
が
、
現

在
で
は
彩
色
は
わ
ず
か
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
開
口
忿ふ
ん

怒ぬ

の
相
で
は
あ
る

が
、
鎌
倉
時
代
の
像
の
よ
う
な
強
さ
は
な
く
、
藤
原
期
の
や
わ
ら
か
さ
が

あ
る
。
持
国
天
が
左
手
を
あ
げ
れ
ば
、
多
聞
天
は
右
手
を
あ
げ
、
両
像
は

左
右
対
称
的
に
造
ら
れ
て
い
る
。
身
に
甲
を
着
け
て
、
腰
を
ひ
ね
り
、
両

袖
を
ひ
る
が
え
す
。
片
足
は
天あ
ま
の

邪じ
ゃ

鬼く

の
頭
を
、
片
足
は
背
を
踏
ま
え
、

容
姿
は
動
的
表
現
に
優
れ
軽
快
で
あ
る
。
当
初
は
手
に
矛
や
刀
を
持
っ
て

い
た
が
、
現
在
は
失
わ
れ
て
い
る
。

阿
弥
陀
三
尊
の
静
的
な
表
現
に
対
し
、
二
天
の
動
的
な
表
現
は
、
須
弥

壇
上
に
静
と
動
と
の
巧
み
な
調
和
を
か
も
し
出
し
て
い
る
。

平
泉
金
色
堂
の
内
陣
に
は
藤
原
清
衡
・
基
衡
・
秀
衡
の
三
壇
が
あ
る

が
、
白
水
阿
弥
陀
堂
の
五
躯
の
仏
像
は
初
代
清
衡
壇
に
様
式
的
共
通
性
が

見
ら
れ
、
特
に
天
部
像
の
様
式
・
手
法
に
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
。

阿
弥
陀
三
尊
と
共
に
藤
原
期
の
優
れ
た
芸
術
性
を
伝
え
て
い
る
。


